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第２０７回 国立大学法人鹿屋体育大学教育研究評議会議事要旨 

 

日  時 令和４年１月２０日（木） １３時１５分～１４時１４分 

場  所 大会議室（ウェブ会議） 

出 席 者：松下委員長、森(司)、前谷、原田、山田、濱田、前阪、前田(明)、国重、中村(夏)、 

山本(正)、中垣内、吉重、和田、前田(博)、安田、髙橋、金高、竹中、田巻、藤田、 

森(克)、北村、中本の各委員 

公務出張等：沼尾委員（授業のため） 

欠 席 者：なし 

陪 席 者：秋元監事、小林監事、有馬(正)事務局次長、有馬(規)監査室長、あべ松室長、 

元明、佐々木、川﨑、有馬(康)、川西、瀬戸口、竹下の各課長、仮屋薗副課長 

 

議  事 

  １．第２０６回議事要旨確認 

   資料１に基づき原案どおり確認した。 

 

  ２．学長諮問 

  なし 

 

３．学長報告 

   なし 

 

４．審議事項 

（１）特任職員の選考について 

学長から資料２-１から２－３に基づき説明があった。次に、以下のとおり質疑応答が行

われた後、審議の結果、原案どおり了承された。 

・質問１：特任助教には助教のように担当できる授業科目数に制限があるか 

→回答（学長）：制限はない 

・質問２：特任助教候補者は予定どおり博士後期課程を修了できそうか 

→回答（指導教員）：論文審査が終わっており問題なく修了予定 

・質問３：特任准教授候補者の雇用継続は、今年度の実績を鑑みた結果か、それとも３年

間などの雇用期間が予め決まっていたのか 

  →回答（学長）：後者の意味合いが強いが、来年度以降は、具体的な目標を設定し、

その成果に応じて、それ以降について判断することになる 

 

（２）大学院体育学研究科担当教員の認定について 

認定の対象となる国重評議員が一時退席の後、森研究科担当教員審査特別委員会委員長

より資料３－１から３－３に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり了承された。

（本審議終了後、国重評議員は再入室した） 
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（３）第４期中期目標(原案)・中期計画（案）について 

前谷事務局長から資料４－１、４－２、参考資料１及び２に基づき説明があった。次に

以下のとおり質疑応答及び意見交換が行われた後、審議の結果、原案どおり了承された。 

・意見１：資料４－２のｐ．３【２】“柔軟かつ機動的に教育プログラムや…の改編・整

備を推進する”から“専門的な教育プログラムの整備、…”に、教育プログラ

ムの修飾語を変えることで、より専門的で細分化する方向へ進み、生理学・解

剖学等の体育学の基礎が疎かになることを危惧している 

→回答：この“専門的な”は体育学自体を指す。体育学（専門的なもの）の中でも、

基礎的な部分を大事にすべきという意見は承知した 

・質問１：資料４－２のｐ．４【４】【５】“学修成果の可視化”は何を想定しているか 

→回答：下の“評価指標”のところに記載しているが、具体的には、汎用的能力テス

ト、研究力に関するルーブリックのようなもの等を構想している 

 

（４）令和４年度体育学部非常勤講師の任用計画について 

元明教務課長から資料５－１及び５－２に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり

了承された。 

 

（５）令和４年度体育学研究科(修士課程)非常勤講師の任用計画について 

元明教務課長から資料６－１及び６－２に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり

了承された。 

 

（６）国立大学法人法の一部改正に伴う規則等の一部改正について 

川西総務課長から資料７-１から７-４及び参考資料１から３に基づき説明があり、審議

の結果、原案どおり了承された。 

 

（７）令和４年度大学院体育学研究科体育学専攻(博士後期課程)第２次学生募集の実施について 

森入試委員会委員長から資料８－１及び８－２に基づき説明があり、審議の結果、原案

どおり了承された。 

 

５．報告事項 

（１）令和４年度大学院体育学研究科体育学専攻（博士後期課程）第２次学生募集要項について 

元明教務課長から資料９－１及び９－２に基づき報告があった。なお、以下のとおり評議

員より意見があった。 

・資料９－２のp.17の担当教員一覧について、修正が反映されていない 

・本学ウェブサイトの担当教員一覧等も古い情報が残っているので適切に更新してほしい 

・資料９－２のp.2の募集人員について、“若干人”という表記が重複して繰り返されてお

り、違和感があるので記載を整理してほしい 

 

（２）令和３年度共同研究・受託研究・寄附金の受入報告（第３四半期）について 

有馬(康)研究・社会連携課長から資料10－1から10－3に基づき報告があった。 



 3 / 3 
 

 

（３）｢鹿屋体育大学学術研究紀要｣の投稿及び編集・発行要領の一部改正について 

川﨑国際・学術情報課長から資料11－1及び11－2に基づき報告があった。 

 

６．その他 

   （１）次回教育研究評議会の開催日程について 

次回の教育研究評議会は、令和４年２月１７日(木)１３時１５分から開催するとした。 

 

以 上 


